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地盤データの構成と入力地盤データの構成と入力地盤データの構成と入力地盤データの構成と入力地盤データの構成と入力

地盤データの入力は2000シリーズナビゲータ内の「地盤
データ」より行うことができます。地盤データは各物件内に
て共通に用いられます。BUILD.限界耐力、一貫免震オプ
ション及び地盤・柱状の何れかでデータの入力を行えばそれ
らアプリケーションにて共通に利用することができます。
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2000年６月の基準法施行以来待たれていた運用マニュア
ルが、今年４月からの建築関係機関による講習会にてようや
く限界耐力設計の計算内容が明らかになりました。計算内容
において地震動の応答スペクトルが工学的基盤面で与えられ
ていることから表層地盤の増幅特性を今までより合理的に評
価する事が望まれています。数々の地震による被害の経験に
より建築物の被害の程度が当該建設地における表層地盤の違い
により大きく左右されることが明らかになっています。建築
物の耐震性能評価において表層地盤の増幅特性を適切に考慮
することが重要視されています。
多くの建設地おいては周辺の地盤資料が得られている場合

が多く、精算法(建告第1457号第7の1の方法)による地盤
増幅率Gsの計算では、それらの資料を利用することができ
ます。またそれらを最大限に活用することにより、当該建設
地の表層地盤が有する固有の地盤増幅特性を評価することが
できます。精算法による計算では基本的に建設地の地盤を１
次元の成層地盤と想定し、１次元波動伝搬の考え方を基にし
ています。さらに地震時における表層地盤各層の剛性及び減
衰の変化を考慮しています。
精算法による地盤増幅率 Gs の計算機能を今年 5 月の

BUILD.限界耐力のバージョン1.24より組み込んでいます。
そこで、ここでは精算法におけるGsの計算に必要な地盤
データの構成と入力について簡単にふれる事にします。
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Gsの値は表層地盤の層厚、密度、S波速度、減衰定数及び
歪み依存特性(土質材料の歪みに応じた剛性及び減衰の変化
を示す特性)などにより計算されます。S波速度については
PS検層等により得ることができますが、ほとんどの建設地
においてはそこまでのデータはなかなか手に入るものではあ
りません。そこで多くの建設地で得られる地盤柱状図を活用
し、それら地盤定数を推定します。地盤データの入力機能で
は柱状図データ(N値や土質名など)を入力することにより自
動的にそれら定数を推定することができます。歪み依存特性
については「建告第1457号 別表第一,第二」による粘性
土と砂質土による特性を用いますが、建設地における試験
データなどがあればそれを利用することもできます。

限界耐力設計においてはGsの値により検証結果が大きく左
右されます。今までの設計とは違い地盤の詳細な検討が要求
され、またそれをうまく使いこなす事が設計の一つのキーポ
イントになるように思います。

地盤増幅率Gsの精算法による計算
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